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やお市議会だより

▶キャッシュレスポイント還元事業
　実施のための補正予算を可決

▶令和７年度所管事務調査のテーマ決定



令和７年
６月定例会

６

本会議
（６月12日、13日、７月１日、４日）
議会運営委員会

（５月27日、30日、６月30日、７月３日）
総務常任委員会、予算決算常任委員会（総務分科会）

（６月25日、７月１日）
建設産業常任委員会、予算決算常任委員会（建設産業分科会）

（６月19日、７月１日）
文教常任委員会、予算決算常任委員会（文教分科会）

（６月23日）
健康福祉環境常任委員会、予算決算常任委員会（健康福祉環境分科会）

（６月24日）

予算決算常任委員会（全体会）
（６月30日、７月２日）
予算決算常任委員会（理事会）

（５月30日、６月27日、30日、７月２日、３日）
各派代表者会議

（５月27日、６月20日、24日、27日、7月３日）
議会だより編集委員会

（６月６日、７月２日、25日）
意見書調整会議、幹事長会議

（７月２日）

議会活動の記録

定例会の概要

市議会はココに注目！

　令和７年６月市議会定例会を、６月12日から７月４日まで開会しました。
　１～２日目に個人質問を行い、市政全般について質問しました。また、補正予算案など
の議案を上程し、所管の委員会で審査しました。
　７月１日の本会議においてキャッシュレスポイント還元事業に関する補正予算案を追
加上程し、所管の委員会で審査しました。
　最終本会議では、議案に対する討論の後、人事議案等を追加上程し、すべての提出議
案を可決・同意しました。

P4　  個人質問
　　    - 越智妙子議員/川上舞議員/前園正昭議員/露原行隆議員/
　　　   柴谷匡哉議員/田中裕子議員/鑄方淳治議員/福永美智子議員/
　　　  五百井真二議員/田中慎二議員/松田憲幸議員

P8　  副議長就任あいさつ　所管事務調査

P10　高校生による市長報告会　議会だより編集委員の意気込み　　
　　　もっと知りたい点字版・音声版の議会だより

P12　委員会審査の概要

P14　議決結果　永年勤続議員表彰　採択された意見書
　　　請願審査結果　９月定例会の予定

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
- もくじ - 発言通告

議会映像

議決結果

ホームページへのアクセス

児童生徒用１人１台端末の購入
ＧＩＧＡスクール構想

▶委員会での審査内容は 13 ページ参照　

PIC
KUP

03

PIC
KUP

02

　GIGAスクール構想のさらなる推進に向けて、児童生徒用
１人１台端末（ノートパソコン）の更新における契約に関す
る議案を可決しました。

PIC
KUP

01

　国が示す米国関税措置を受けた緊急対応パッケージの消費
喚起策の強化を踏まえ、地域商業の活性化を通じた事業者支
援策として、八尾市キャッシュレスポイント還元事業を実施
するための経費を9,783万4千円増額する補正予算を可決し
ました。

キャッシュレスポイント還元事業の実施
地域商業の活性化による事業者支援策

▶委員会での審査内容は 12 ページ参照　

PIC
KUP

03

　主に米の価格の上昇によって給食費の改定が必要となった
ため、小中学校給食費無償化にかかる経費を1億2,918万3
千円増額する補正予算を可決しました。

学校給食費無償化予算を増額補正
米等の価格上昇に対し
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個人質問

日
本
共
産
党

   

越お

ち智  

妙た
え
こ子 

　

農
を
守
り
、
市
民
の

暮
ら
し
守
る
施
策
を

　

市
内
農
家
と
連
携
し
、
地
元
で
と
れ
た
エ
コ
農

産
物
を
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

食
育
の
観
点
か
ら
枝
豆
や
若
ご
ぼ
う
な
ど
の
地

場
野
菜
を
給
食
の
献
立
に
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

エ
コ
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
食
材
の
安
定
的
確
保

な
ど
の
課
題
を
整
理
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

修
学
旅
行
費
の
無
償
化
が
全
国
的
に
広
が
っ
て

お
り
、
本
市
で
も
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

交
通
費
や
食
費
な
ど
費
用
が
多
岐
に
わ
た
り
、

公
費
で
全
額
負
担
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

中
学
校
へ
の
徒
歩
に
よ
る
登
下
校
で
、
一
定
の

時
間
が
か
か
る
場
合
、
熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら

自
転
車
通
学
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

熱
中
症
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
指
導
を

通
じ
て
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
個
別
の

事
情
に
よ
っ
て
は
学
校
長
へ
の
相
談
も
可
能
と
考

え
る
。

A QQA

その他の質問等
◦消費税が市民等を苦しめている
　ことをどう受け止めているのか
◦上下水道の基本料金の免除
◦高校生への通学費補助

八
尾
保
守
の
会

   

川か
わ
か
み上 

　
舞ま
い 

　

外
国
人
と
地
域
社
会
の

課
題
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
率
及

び
外
国
人
市
民
世
帯
の
収
納
率
は
。

　

令
和
６
年
度
の
収
納
率
は
全
体
で
約
92
％
で
あ

る
。
ま
た
、
世
帯
主
が
外
国
人
市
民
の
世
帯
に
お

け
る
収
納
率
は
約
83
％
で
あ
る
。

　

国
保
の
不
適
正
利
用
や
滞
納
が
あ
る
外
国
人
市

民
が
出
国
し
た
場
合
、
追
従
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

基
礎
自
治
体
単
独
で
の
対
応
は
困
難
と
考
え
る
。

　

税
制
の
適
正
な
運
用
や
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

外
国
人
市
民
の
滞
納
者
数
を
把
握
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
外
国
人
市
民
が
出
国
し
た

こ
と
に
よ
る
不
納
欠
損
の
件
数
は
。

　

現
時
点
で
は
、
税
法
上
、
国
籍
を
問
う
規
定
が

な
く
把
握
し
て
い
な
い
が
、
法
改
正
等
が
あ
れ
ば
、

適
切
に
対
応
す
る
。
出
国
後
、
再
入
国
が
な
い
こ

と
に
よ
る
令
和
６
年
度
の
納
税
義
務
の
消
滅
措
置

は
、
45
件
と
な
っ
て
い
る
。

その他の質問等
◦伝統的価値観の尊重と多様
　性施策の在り方
◦外国人に関する制度運用の公
　平性と地域の安定的な対応

外国人市民との共生社会実現に
向けた取り組みが重要である。

A QQA

公
明
党

   

前ま
え
ぞ
の園  

正ま
さ
あ
き昭 

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

対
策
で
健
康
寿
命
延
伸

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
（
聴
覚
機
能
の
衰
え
）

は
全
年
齢
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
特
に
高
齢

者
に
対
し
て
は
聴
力
検
査
の
実
施
と
対
策
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
の
見
解
は
。

　

聴
力
低
下
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
招

き
、
認
知
症
や
鬱う
つ

状
態
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
た
め
、

早
期
発
見
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

以
前
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
本
庁
窓
口
等
へ

の
設
置
を
提
案
し
た
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
で
は
な
い
が
、
福
祉
部
局

窓
口
に
対
話
補
助
機
器
を
試
験
設
置
し
、
有
効
性

が
確
認
で
き
た
た
め
、
１
台
導
入
し
た
。

　

物
価
高
騰
に
賃
金
上
昇
が
追
い
つ
か
な
い
中
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
就
学
援
助
の

認
定
基
準
を
緩
和
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

経
済
情
勢
や
他
市
と
の
比
較
、
基
準
緩
和
に
よ

る
影
響
な
ど
を
多
角
的
に
精
査
・
検
討
し
て
い
く
。

A QQA

その他の質問等
◦ヒアリングフレイル
◦就学援助制度

ヒアリングフレイル対策をする
ことで、認知症予防や介護予防
ひいては健康寿命の延伸にもつ
ながっていく。

八
尾
保
守
の
会

   

露つ
ゆ
は
ら原  

行ゆ
き
た
か隆 

　

子
ど
も
に
寄
り
添
う

知
恵
と
工
夫
に
全
力
を

　

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て

の
企
業
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
柔

軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
が
拡
充
さ

れ
た
が
、
市
内
企
業
へ
の
本
市
の
対
応
は
。

　

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、

柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
て
市
内
企
業
へ
の

周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
教
員
以
外
の
専

門
職
も
正
職
員
と
し
て
確
保
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
府
の
事

業
を
活
用
し
て
各
学
校
に
配
置
す
る
と
と
も
に
実

情
に
応
じ
て
他
の
専
門
職
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

　

日
頃
か
ら
教
職
員
以
外
の
専
門
職
と
信
頼
関
係

を
築
き
、
そ
の
関
係
に
基
づ
い
て
問
題
事
案
を
未

然
に
防
止
す
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ケ
ー
ス
会
議
や
研
修
の
実
施
な
ど
チ
ー
ム
に
よ

る
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

A QQA

スクールカウンセラーなど専門
職の人材確保が求められる。

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

   

柴し
ば
た
に谷  
匡ま
さ
や哉 

　

ご
み
袋
の
不
正
転
売

強
い
姿
勢
で
撲
滅
を

　

無
料
配
布
し
て
い
る
指
定
ご
み
袋
の
フ
リ
マ
サ

イ
ト
等
で
の
転
売
に
対
し
、
具
体
的
、
効
果
的
な

方
策
を
強
い
姿
勢
で
講
じ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。　

　

フ
リ
マ
サ
イ
ト
等
へ
の
差
し
止
め
依
頼
や
、
出

品
者
へ
の
法
的
な
手
段
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　

人
命
救
助
や
災
害
対
策
の
強
化
の
た
め
、
ハ
イ

ス
ペ
ッ
ク
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

他
市
で
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　

臨
時
災
害
放
送
局
に
つ
い
て
、
既
存
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
等
と
の
協
定
に
よ
り
不
測
の
事
態

に
備
え
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
早
急
に
確
立
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

確
実
な
臨
時
災
害
放
送
局
の
開
設
と
安
定
し
た

運
用
が
で
き
る
よ
う
、
早
急
に
準
備
を
進
め
る
。

　

学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
処
遇
改
善
等
を
行

う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

環
境
整
備
等
の
改
善
に
最
大
限
努
め
て
い
く
。

A QQA

その他の質問等
◦指定ごみ袋の取組の厳格化
◦大規模災害に備えた環境整備
◦大規模災害時の情報の重要性
◦学校図書館のマンパワー充実

QA

A Q

　個人質問とは、議員が市政全般について、市民の代表として
行う質問のことをいいます。八尾市議会では、答弁を含まず、
ひとり30分の持ち時間となっています。

個 人 質 問
月定例会
６

R7

QAQA臨時災害放送局とは
　大規模な災害が発生し
た際に、被災地で住民の
生命と財産を守るための
重要な情報伝達手段とし
て、地方公共団体などが
開設する臨時ＦＭ放送局
のこと。

A Q

QA大阪エコ農産物とは
　農薬や化学肥料の使用
量を通常の半分以下に抑
えて栽培された農産物の
こと。大阪府が「大阪エ
コ農産物」として認証す
る制度がある。

その他の質問等
◦育児・介護休業法の改正
◦柔軟な働き方と雇用の安定
◦クラス担任制の見直し
◦中学校給食に対する声
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個人質問

大
阪
維
新
の
会

   

鑄い
か
た方  

淳じ
ゅ
ん
じ治 

　

部
活
動
の
地
域
移
行

持
続
可
能
な
仕
組
み
を

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
け
る
指
導
員
の
確
保

に
つ
い
て
、
プ
ロ
や
実
業
団
な
ら
び
に
大
学
や
企

業
な
ど
と
連
携
し
持
続
可
能
な
本
市
独
自
の
事
業

モ
デ
ル
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
の
声
か
け
を
含
め
、
専
門
的

な
外
部
講
師
の
発
掘
に
努
め
る
。

　

非
認
知
能
力
の
育
成
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
、
保
護
者
の
目
に
触
れ
る
も

の
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　

非
認
知
能
力
育
成
の
様
々
な
情
報
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
手
段
を
検
討
し
て
い
く
。

　

山
手
の
魅
力
向
上
と
来
訪
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
宿
泊
施
設
の
整
備
や
観
光
資
源
の
面
的
活
用
を

含
め
た
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

総
合
計
画
の
中
で
大
き
な
方
針
を
定
め
実
施
計

画
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
将
来
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

A QQA

部活動の地域移行は指導員の質
の確保や地域団体との連携、財
政的な課題がある。

公
明
党

  

福ふ
く
な
が永 

美み

ち

こ
智
子 

　

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の

危
険
か
ら
子
ど
も
守
れ

　

青
少
年
層
に
急
速
に
広
が
る
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ

ノ
、
闇
バ
イ
ト
等
の
危
険
な
サ
イ
ト
か
ら
子
ど
も

達
を
守
る
た
め
、
周
知
啓
発
・
予
防
教
育
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
注
意
喚
起
や
学
校
で
の

出
前
授
業
等
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
警
察
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
よ
り

一
層
効
果
的
な
啓
発
に
努
め
る
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
小
学
校
門
に
お
け
る
安
全
対

策
員
の
配
置
が
な
く
な
り
、
遅
れ
て
登
校
す
る
子

ど
も
達
や
来
校
者
へ
の
対
応
に
課
題
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

安
全
対
策
員
が
担
っ
て
い
た
業
務
を
教
職
員
が

対
応
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

遅
れ
て
登
校
す
る
子
ど
も
達
へ
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
今
後
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

その他の質問等
◦学校安全対策の改善
◦子どもたちを危険なサイトや
　犯罪から守るための予防教育
◦待たない窓口の取り組み

令和７年６月18日改正ギャンブ
ル等依存症対策基本法が成立し、
オンラインカジノ等対策が進む。

A QQA

公
明
党

   

五い

お

い
百
井 

真し
ん
じ二 

　

支
援
が
必
要
な
児
童
に

安
心
で
き
る
保
育
を

　

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
就
学
前
の
す
べ
て
の
子
ど

も
が
安
心
し
て
保
育
を
受
け
ら
れ
る
体
制
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　

児
童
の
状
況
を
踏
ま
え
、
集
団
生
活
に
お
い
て

他
の
児
童
と
と
も
に
成
長
で
き
る
よ
う
職
員
を
加

配
し
、
個
別
の
支
援
や
見
守
り
な
ど
最
適
な
支
援

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

保
育
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
た
め
の
条
件
や
基
準

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

関
係
機
関
に
よ
る
入
所
調
整
会
議
を
行
い
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
基
準
の
積
極
的
な
公
開

は
控
え
て
い
る
が
、
公
開
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

現
在
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

資
源
ご
み
抜
取
り
に
対
し
て
条
例
の
罰
則
規
定

の
整
備
や
防
止
策
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

各
種
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
る
が
、
他
市
の
状

況
も
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を
研
究
す
る
。

A QQA

保育サポートが必要なすべての
子どもにとって、最適で安全・
安心な環境を提供できる保育体
制の確保が重要である。

大
阪
維
新
の
会

   

田た
な
か中  

慎し
ん
じ二

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
活
用
を

　

本
市
の
施
策
立
案
に
お
い
て
、
経
験
や
前
例
に

頼
ら
ず
、
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
き
意
思
決
定
を

行
う
E
B
P
M
の
手
法
を
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　

事
業
提
案
や
施
策
立
案
に
あ
た
り
、
各
種
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
証
拠
に
基

づ
き
立
案
す
る
よ
う
、
全
庁
的
な
意
識
醸
成
を

図
っ
て
お
り
、
研
修
等
に
よ
り
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
活
用

す
る
環
境
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
。

　

市
役
所
組
織
運
営
の
中
核
を
担
う
、
管
理
職
の

成
り
手
の
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

職
員
が
各
段
階
で
必
要
な
ス
キ
ル
や
知
識
を
習

得
で
き
る
よ
う
、
研
修
の
実
施
な
ど
段
階
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
織

の
中
核
を
担
う
管
理
職
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
人
材
の
育
成
及
び
職
場
環
境
の
改

善
に
努
め
る
。

A QQA

その他の質問等
◦職員人事
◦ＥＢＰＭ
◦生成ＡＩ

客観的なデータや根拠に基づい
た意思決定が、今後の自治体経
営に求められる。

八
尾
保
守
の
会

   

松ま
つ
だ田  
憲の
り
ゆ
き幸 

　

公
教
育
か
ら
子
ど
も
へ

日
本
の
価
値
を
伝
え
よ

日
本
共
産
党

   

田た
な
か中  

裕ゆ
う
こ子 

　

平
和
を
守
る
た
め

戦
争
遺
跡
の
保
存
を

　

戦
争
遺
跡
で
あ
る
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
の
保
存
・
活
用
を
求

め
る
請
願
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　

請
願
者
の
思
い
は
理
解
し
て
い
る
が
、
市
に
お

い
て
史
跡
指
定
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
課
題
が
多

く
困
難
で
あ
る
。
保
存
や
活
用
に
つ
い
て
は
、
国

や
府
の
近
代
化
遺
産
の
保
護
の
動
向
や
学
術
的
な

評
価
、
遺
存
状
態
等
の
諸
条
件
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

八
尾
駐
屯
地
に
隣
接
す
る
本
市
所
有
の
ひ
し
形

農
地
を
、
国
へ
売
却
す
る
協
議
を
行
う
意
向
を
表

明
し
て
い
る
が
、
駐
屯
地
の
面
積
が
広
が
っ
た
際

に
は
自
衛
隊
の
本
来
任
務
で
使
用
す
る
の
か
や
、

増
配
備
を
行
う
の
か
を
確
認
し
て
い
る
の
か
。

　

農
地
取
得
に
関
す
る
協
議
を
行
う
か
の
意
向
確

認
の
段
階
で
あ
り
、
駐
機
場
や
訓
練
へ
の
使
用
に

つ
い
て
は
聞
い
て
い
る
が
、
増
配
備
等
に
関
す
る

説
明
は
受
け
て
い
な
い
。

A QQA

その他の質問等
◦戦後80年平和行政
◦自衛隊八尾駐屯地と八尾空
　港の成り立ち
◦万博遠足における熱中症

垣内に残る旧陸軍大正飛行場格
納庫（掩体壕）は、当時の形を
とどめた戦争遺跡である。

▶

※所属会派については令和７年６月13日時点の情報です。

　

義
務
教
育
に
お
い
て
、
国
家
・
社
会
の
形
成
者

と
し
て
の
資
質
育
成
の
観
点
で
、
本
市
と
し
て
重

視
し
て
い
る
事
項
は
あ
る
か
。

　

国
が
定
め
た
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
の
構

築
を
目
指
し
て
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
格
形
成
を
め
ざ
し
た

教
育
を
進
め
て
い
る
。

　

病
院
と
地
域
の
診
療
所
等
と
の
機
能
分
担
を
進

め
、
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
守
る
た
め
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
軽
症
者
に
対
し
て
選
定
療
養
費
を
独

自
に
徴
収
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
そ
の
取

り
組
み
に
対
す
る
本
市
の
見
解
は
。

　

本
当
に
救
急
医
療
が
必
要
な
方
へ
医
療
を
提
供

で
き
る
体
制
確
保
の
観
点
か
ら
、
救
急
車
の
適
正

利
用
や
救
急
医
療
現
場
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
関

係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
課
題
整
理
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

A QQA

その他の質問等
◦中学校給食
◦市民1人当たりの消防費
◦林野火災への対応
◦自衛隊への災害派遣要請

選定療養費とは
　他の医療機関からの紹
介状を持たずに、一定規
模以上の病院を受診する
際、医療費とは別に負担
する費用のこと。原則と
して、公費負担医療制度
の受給者や救急車での搬
送時等は対象外となる。

QA

QA

※所属会派については令和７年６月13日時点の情報です。

その他の質問等
◦保育サポートが必要な児童
　をもつ保護者支援
◦放課後児童室の入所条件
◦ごみ減量施策

その他の質問等
◦運動系部活動の地域移行
◦非認知能力向上への取り組み
◦山手の魅力活用
◦山手エリアの観光資源活用
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下記のとおり総務常任委員会及び議会運営委員会の正副委員長等に変更がありました。
委員会の正副委員長等の変更

※変更のあった委員は太字で表記しています。

総務常任委員会　　◎委員長　〇副委員長
 ◎田中 久夫      〇吉村 拓哉　     稲森 洋樹　
　 五百井 真二　   山中    宏　     田中 慎二
    越智 妙子　

議会運営委員会　　◎委員長　〇副委員長
◎山中    宏        〇吉村 拓哉　    五百井 真二　
　桝井 政佐美　     奥田 信宏　    越智 妙子
   田中 久夫 　

副議長就任あいさつ
　このたび、令和 7 年 6 月市議会定例会におきまし
て、八尾市議会第 81 代副議長を拝命いたしました。
　まだまだ若輩者でございますが、竹田議長をお支
えするとともに、円滑な議会運営に努め、市民の皆
様の期待と信頼に応えられるよう、全力を尽くす決
意でございます。
　今後とも本市議会の活動に、さらなるご理解、ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

副議長に西川あり議員を選出常任委員会の所管事務調査
議会の提案が市政を動かすCHECK !

令和７年度の所管事務調査のテーマが決定
　　　　　　　　　　　市の課題を追求します！

　条例案や予算案の審査と異なり、常任委員会が自主的にテーマを決めて調査を行うものです。
　本定例会で令和７年度の各常任委員会で調査するテーマが決まりました。
　市が行っている取り組み内容の確認や、他市へ視察に行き先進事例を研究するなどの様々な調査を
行います。最終的に議員間の協議を経て、報告書としてまとめ、市に提出します。
　市はそれを受け、施策実施や見直しなどの検討を行い、市議会に報告します。

総務 常任委員会

ホームページにはこれまでの所管事務調査の報告や市長からの処理経過と結果の報告を掲載しています。➡➡➡

建設産業 常任委員会

文教 常任委員会

健康福祉環境 常任委員会

▷▶令和７年度調査テーマ

働き方改革について
▷▶令和７年度調査テーマ

▷▶令和７年度調査テーマ

産業政策に関する課題と現状及び
アウトカム指標に基づいた評価手
法について

▷▶令和７年度調査テーマ

介護保険の適正化について

小・中学校の適正規模等
について

【 開会場所・時間 】
本会議：市役所本庁10階 議場 
委員会：市役所本庁   ８階 第1委員会室
ともに午前10時開会
※開会時間は変更になる場合があります。詳しくは
　ホームページ・SNSを確認していただくか、下記ま
　でお問い合わせください。
市議会事務局　議事政策課　TEL 072-924-3895

【 お知らせ 】
▪手話通訳を希望される場合は、会議の１週間前
　までに市議会事務局にご連絡ください。
▪議場には補聴器の「Tモード」対応の磁気ループ
　アンテナを設置しています。
▪定員を超えた場合は抽選になります。
　（議場86人、委員会室15人）

八尾市議会の本会議・委員会は、どなたでも傍聴することができます。
傍聴を希望される方は、会議の当日、傍聴受付で住所・氏名を記入し、傍聴券の交付を受けて入場してください。

（途中入退場可・車椅子等をご利用の方、小さなお子様連れの方も傍聴いただけます。）　

傍聴の案内傍聴の案内
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「点字版」や「音声版」の議会だよりが発行されていることはご存知ですか？
　実は、市議会のホームページにはＰＤＦ版のほかに、音声版の議会だよりも掲載しており、
視覚障がいのある方だけでなく、文字情報の読解が難しい方にも議会の情報を届けています。 
　点字版は、ご希望の方にお送りするとともに、市役所の総合案内や障がい福祉課、市立図
書館などに配架しています。

　令和６年 12 月 20 日に実施した、市内の高校生
と議会だより編集委員との座談会「高校生と議会
をつなぐ未来会議 2024」において、グループディ
スカッションで出された高校生のまちづくりに関
する意見を取りまとめ、市長へ報告を行いました。

　当日は未来会議に参加いただいた高校生３名と、
議会だより編集委員会の正副委員長が出席し、市
長へ報告書を提出するとともに意見交換を行いま
した。八尾の未来を担う若い世代の声を届ける貴
重な機会となりました。

議会だより編集委員の意気込み
令和７年度の議会だより編集委員に、議会だより発行にかける意気込みを伺いました。
議会のことを皆様に伝えるため " アツい " 思いを持って作成しています！

　市議会における定例会の概要や一般質問、審議された議案に関する内容などを、
広く皆様に発信する広報ツールのひとつが「やお市議会だより」です。
　市政だよりと合冊の形式で、議会だよりは年５回全世帯に配布され、ご覧いた
だいております。

「高校生と議会をつなぐ未来会議 2024」を特集した
議会だよりはこちらからご覧いただけます。➡➡➡

市長報告会
高校生の意見を市長に届けました

議会だよりは市民と議会をつなぐ大切な
広報誌。「あっ、議員さんがんばってるネ」
と言っていただける誌面を作りたいです。

若い世代の方にも議会だよりを手に
取ってもらい、議会の情報を分かりや
すくお届けできるよう頑張ります！

議会の動きを分かりやすく、丁寧にお
伝えできるように、また、皆様に親し
まれる誌面づくりに全力で努めます。

西川委員長のもと、市民の皆様に親し
んでいただけるような誌面構成に取り
組んでまいります。

西川 あり 委員長

柴谷 匡哉 委員

田中 裕子 委員
川上 舞 委員

景山 和香 委員 山中 宏 委員

前園 正昭 副委員長

議会だよりは市民の皆様と議会をつな
ぐ架け橋です。議会活動を分かりやす
くお届けできるよう精進します。

今後の議会だよりに
ご期待ください！！

聞かせて！

議会だより音声版は、こちらからお聞きいただけます。➡➡➡

議会だより
点字版

点字版・音声版の制作現場に密着！！

やお市議会だより
点字版 音声版もっと

知りたい

現在は点字盤で打つのではなく、点
訳する文章を点字ソフトへ入力し、
点字専用のプリンターで印刷します。

音だけで情報を得る方に正しく伝え
るため、アクセントや読み方を確認
し、準備を重ねています。

間違いがないかを点字を読みながら
確認したり、読み上げて確認したり
と入念なチェックを行います。

完成した原稿をもとに、言葉の過不
足なく文章どおり正確に読み上げ、
録音を行います。

点字はマス空けなどルールが複雑で
入力作業は難しいですが、今後も必
要とされている方に届けたいです。

家事をしながら聞けるなど様々な方
に声で情報を届けられるので、技術
を高めながら続けていきたいです。

取材協力：就労継続支援 B 型「ゆうあい作業所」のみなさん 取材協力：「音訳グループ コスモス」のみなさん

―  点字  ― ―  音声  ―

それぞれが入力した担当部分を
合わせ、全ページを読み上げて
確認し、校正が終わると印刷・
製本へと進んでいきます。

点字は専用の紙へ両面印刷します
が、漢字は全て仮名に戻すので
ページ数も増え、点字版の厚みは
元の原稿の５倍ほどになります。

防音室で録音もしますが、ヘッド
フォン・マイクのノイズキャンセ
リング性能が良くなり、自宅での
録音や修正も可能となりました。

音訳ボランティア講習会の受講後に
コスモスで活動しており、誰かのた
めになるだけでなく仲間との活動で
健康づくりにもなっています。

ガイドヘルパーが文章を読み上
げ、視覚障がいのあるスタッフ
が指先で判別できる印を付けた
キーボードで入力を行います。

アクセント等の下調べや下読み、
録音の確認や修正を行うので、
文章を単に読み上げる 10 倍ほど
の時間をかけて作っています。

市民の皆様により親しみやすく、市政
が身近に感じられる議会だよりを目指
します！

市民の皆様に、分かりやすい「議会だ
より」を目指して、頑張りたいと思い
ます。
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児童生徒の学びがより一層深まるよう、学
習の中でＩＣＴ端末の活用が進む。

か
っ
た
タ
ッ
チ
ペ
ン
を
付
属
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

現
行
の
端
末
で
は
、
持
ち
上
げ
る

際
な
ど
に
画
面
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が
外

れ
る
こ
と
で
落
下
に
よ
る
破
損
件
数

が
多
い
が
、
一
体
型
の
端
末
に
変
わ

る
こ
と
で
そ
の
件
数
に
影
響
が
あ
る

と
想
定
し
て
い
る
か
。

　

一
体
型
の
た
め
画
面
が
外
れ
な
い

こ
と
に
加
え
、
端
末
自
体
も
頑
丈
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
破
損
件
数

は
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
立
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

　     

機
器
の
更
新
に
お
け
る
変
更
点
は
？

文
教 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
個
別
最

適
化
さ
れ
、
創
造
性
を
育
む

I
C
T
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め
て

き
た
。
今
回
、
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
、
児
童
生
徒
用
１
人
１
台
端
末
と

し
て
購
入
す
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
端
末
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　

現
行
の
端
末
は
画
面
と
キ
ー
ボ
ー

ド
の
取
り
外
し
が
で
き
る
が
、
新
た

に
購
入
す
る
端
末
は
取
り
外
し
が
で

き
な
い
一
体
型
と
な
る
。
ま
た
、
児

童
生
徒
や
教
職
員
か
ら
要
望
の
多

A Q

A
委員会で審査した議案
��◦��GIGAスクール構想における八尾市立学
　校児童生徒用1人1台端末買入れの件
分科会で審査した議案
◦��令和７年度八尾市一般会計第3号補正

予算の件（所管分）

委員会で審査した議案　　　　　　　　　　
◦市民のくらし、いのちを守るため、国
　民健康保険料、介護保険料の引き下げ
　を求める請願の件
分科会で審査した議案
◦�令和７年度八尾市一般会計第3号補正

予算の件（所管分）

た
が
、
不
採
択
と
な
っ
た
。
今
回
、

令
和
７
年
度
の
国
の
当
初
予
算
を
活

用
す
る
た
め
、
改
め
て
同
じ
内
容
で
、

予
算
計
上
し
て
い
る
。

　

生
活
扶
助
基
準
額
の
見
直
し
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
関
す
る
補
正
予

算
の
内
容
は
。

　

物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年

10
月
か
ら
生
活
保
護
費
の
基
準
額
に

お
い
て
、
居
宅
生
活
者
１
人
に
つ
き

５
０
０
円
の
加
算
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
経

費
を
計
上
し
て
い
る
。

   

社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
費
補
助
金

　                    

事
業
者
選
定
方
法
は
？

健
康
福
祉
環
境 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
何
者
か
ら
応
募
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
定
さ

れ
た
の
か
。

　

事
業
者
１
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
形
式
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
外
部
委

員
に
よ
る
評
価
・
採
点
を
踏
ま
え
、

選
定
し
た
。

　

令
和
７
年
３
月
に
も
同
様
の
予
算

計
上
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
内
容
は
。　

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
の
国
の
補
正
予
算
を
活
用
す
べ
く
、

令
和
７
年
３
月
に
令
和
６
年
度
補
正

予
算
を
計
上
し
、
国
へ
申
請
し
て
い

A QA

委員会で審査した議案
◦掩体壕など八尾市域に残る戦争遺跡の
　保存に関する請願の件
分科会で審査した議案
◦�令和７年度八尾市一般会計第４号補正

予算の件（所管分）

　

事
業
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
図
る

の
か
。

　

市
政
だ
よ
り
を
は
じ
め
、
対
象
店

舗
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
事
業
者
か
ら
の
情
報
発
信

な
ど
、
周
知
に
努
め
る
。

　

高
齢
者
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
へ

の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。　
　

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ら
び

に
店
舗
や
市
の
窓
口
に
お
い
て
利
用

の
案
内
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
ス
マ

ホ
教
室
な
ど
他
部
局
と
連
携
し
利
用

者
支
援
の
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

　                 

周
知
や
利
用
者
支
援
は
？

建
設
産
業 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
な
が
ら
消

費
を
喚
起
し
、
地
域
商
業
を
活
性
化

さ
せ
る
事
業
者
支
援
策
と
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
を
、
物
価
高
騰
対
応
に
係
る
国
の

予
算
を
活
用
し
て
実
施
す
る
が
、
ど

の
よ
う
な
店
舗
が
事
業
の
対
象
と
な

る
の
か
。
ま
た
、
利
用
可
能
な
店
舗

数
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　

主
に
小
売
り
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の
中
小
企
業
者
の
店
舗
が
対
象

と
な
り
、
市
内
の
約
2
2
0
0
店

舗
で
の
利
用
が
可
能
と
想
定
し
て
い

る
。

A Q

A Q

委員会で審査した議案
◦�八尾市職員の育児休業等に関する条例

及び八尾市職員の勤務時間等に関する
条例の一部改正の件

　　　　　　　　　　　その他議案４件
分科会で審査した議案
◦��令和７年度八尾市一般会計第3号補正

予算の件（所管分）
　　　　　　　　　　　その他議案１件

柔軟な働き方を推進し、職場環境の改善を
行うことで、安心して働き続けられる。

　

子
育
て
や
家
庭
生
活
と
の
両
立
に

不
安
が
あ
り
、
昇
任
・
昇
格
を
見
送

る
職
員
も
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
う

い
っ
た
不
安
を
軽
減
し
、
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
の

制
度
改
正
か
。　

　

職
員
が
安
心
し
て
育
児
や
家
庭
と

仕
事
を
両
立
し
て
い
く
た
め
の
支
援

制
度
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

育
児
中
の
市
職
員
の
働
き
方

　        

部
分
休
業
制
度
改
正
の
効
果
は
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

現
行
の
部
分
休
業
制
度
は
１
日
に

つ
き
２
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
で
育

児
の
た
め
に
勤
務
し
な
い
こ
と
を
認

め
る
も
の
だ
が
、
今
回
の
制
度
改
正

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　

１
年
度
に
つ
き
77
時
間
30
分
を
超

え
な
い
範
囲
で
１
日
の
勤
務
時
間
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
勤
務
し
な
い
形

態
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
行

制
度
と
新
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
で
、

部
分
休
業
の
取
得
パ
タ
ー
ン
が
多
様

化
さ
れ
る
。　

　 A Q

A QQ

Q

地域商業の活性化を通じた事業者支援策と
して八尾市キャッシュレスポイント還元事
業を実施する。

A Q

社会福祉施設等施設整備費とは
　障がいのある方が地域で安心して
暮らせるよう、住まいの場であるグ
ループホームや、日中活動の場であ
る生活介護・自立訓練・就労移行支
援・就労継続支援等の障がい福祉
サービス事業、障がい児通所支援事
業等を実施するために施設・事業所
の創設や大規模修繕等の施設整備を
行う社会福祉法人等に対して補助を
行う国庫補助制度のこと。

QA

▶

委員会審査
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令和７年 6 月定例会　本会議 議決結果
○採択　×不採択　　

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等

件 名

［　　］は討論件数

議決 
結果

大阪維新
の会 公明党 八尾保守

の会
八尾の未来
を紡ぐ会 新声 日本共産党 会派に所属

しない議員

景山　和香
木村　健二
稲森　洋樹
松本　　剛
坂本　尚之
桝井政佐美
田中　慎二
奥田　信宏

福永美智子
南方　　武
五百井真二
前園　正昭
西田　尚美

川上　　舞
松田　憲幸
露原　行隆
田中　久夫

柴谷　匡哉
西川　あり
吉村　拓哉

山中　　宏
竹田　孝吏

田中　裕子
越智　妙子

鑄方　淳治

市民のくらし、いのちを守るため、国民健
康保険料、介護保険料の引き下げを求める
請願の件［採択１］

不採択 × × × × × 〇 ×

掩体壕など八尾市域に残る戦争遺跡の保存
に関する請願の件［採択１］ 不採択 × × × × × 〇 ×

◆竹田孝吏議員は議長のため採決に加わらない。景山和香議員、五百井真二議員、松本剛議員は欠席。

全 会 一 致 の 議 案 等
件　名

［　］は討論件数
議決
結果

件　名
［　］は討論件数

議決
結果

八尾市個人番号の利用等に関する条例の一部改正の件 可決
GIGAスクール構想における八尾市立学校児童生徒用1
人1台端末買入れの件

可決

八尾市職員の育児休業等に関する条例及び八尾市職員
の勤務時間等に関する条例の一部改正の件 可決 令和7年度八尾市一般会計第４号補正予算の件［賛成１］ 可決

八尾市市税条例の一部改正の件 可決 八尾市公平委員会委員を選任するについて同意を求め
る件（渡邊弘子氏） 同意

令和7年度八尾市一般会計第3号補正予算の件 可決 八尾市有功者推挙の件（村上慶太郎氏、植野茂明氏、
赤鹿義訓氏） 可決

令和7年度近鉄河内山本駅周辺整備事業に伴う道路改
良工事の工事請負契約締結の件 可決 人権擁護委員候補者を推薦するについて意見を求める件 適任と

答申
市営萱振住宅5号館外1棟及び集会所外壁等改修工事
の工事請負契約締結の件 可決 小中学校の大規模改造（空調（冷暖房設備）整備）事

業の促進に関する意見書提出の件 可決

◆竹田孝吏議員は議長のため採決に加わらない。景山和香議員、五百井真二議員、松本剛議員は欠席。

９
月
定
例
会
の
予
定

【
８
月
】

20
日（
水
）
議
会
運
営
委
員
会

25
日（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

【
９
月
】

８
日（
月
）
本
会
議［
議
案
説
明
、個
人
質
問
］

９
日（
火
）
本
会
議［
予
備
日
］

10
日（
水
）
本
会
議［
予
備
日
］

11
日（
木
）
健
康
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

12
日（
金
）
建
設
産
業
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

18
日（
木
）
文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

19
日（
金
）
総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

25
日（
木
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

29
日（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

30
日（
火
）
本
会
議〔
議
案
採
決
、決
算
議
案
説
明
〕

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

【
10
月
】

８
日（
水
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

［
決
算
審
査
］

９
日（
木
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

［
決
算
審
査
］

10
日（
金
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

［
決
算
審
査
］

14
日（
火
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

［
決
算
審
査
］

20
日（
月
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

21
日（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

22
日（
水
）
本
会
議［
決
算
議
案
採
決
］

請願請願 国または地方公共団体の機関に対して、その職務に関する事柄について文書で希望
を申し述べるもので、提出する場合は、議員の紹介が必要です。

所管の委員会で審査し、本会議で採決を行いました。

〔請願項目］
・基金を活用し、国民健康保険料、介護保険料を引き下げること。
他３項目

市民のくらし、いのちを守るため、国民健康保険料、介護保険料の引き下げを
求める請願の件

不採択

〔請願項目］
・八尾市垣内にある「旧陸軍大正飛行場格納庫（掩体壕）」を貴重な歴史的・文化的遺産と
して、また次世代に引き継ぐ平和学習の教材として保存してください。
他２項目

掩体壕など八尾市域に残る戦争遺跡の保存に関する請願の件不採択

１件の意見書を関係各大臣及び国会に送付しました。

小中学校の大規模改造（空調（冷暖房設備）整備）
事業の促進に関する意見書

市の権限だけでは実現できないことに
ついて、市議会が国や都道府県に意見
や希望を提出する文書のことです。

意見書意見書 永年勤続議員への表彰状を伝達
　議会活動を通じ、地方自治の振興と市
政の発展に永年貢献された功績に対し、
全国市議会議長会から表彰を受けまし
た。

吉村拓哉議員（10年表彰）

八尾市議会では、提出された意見書のうち全会派一致
となったものを関係各省庁に送付します。

※所属会派については令和７年７月４日時点の情報です。　　

八尾市議会 SNS
フェイスブック

Facebook
@yao.shigikai

議会の映像配信

会議後、約１週間で
録画配信します。

エックス

X
@yao_shigikai
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編 集 後 記

◎西川 あり　 ○前園 正昭    景山 和香　 柴谷 匡哉    
　川上    舞       山中    宏　 田中 裕子

議会だより編集委員会（◎委員長 ○副委員長）今号より議会だより編集委員の構成が変わりました。それぞれ
の委員が思いを持って編集に臨んでおり、今後も分かりやすい議
会広報に取り組んでまいります。

危機管理課・政策企画部・総務部・財政部・人
権ふれあい部・会計課・消防・選挙管理委員会
・公平委員会・監査委員の各所管に関する事項
及び他の常任委員会の所管に属しない事項

常任委員会紹介
八尾市議会には５つの常任委員会があります。
議員は、総務・建設産業・文教・健康福祉環境のいずれかの常任委員会
に所属することになっており、予算決算常任委員会については議長を除
く全議員が委員となります。

吉
村  

拓
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副
委
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委
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越
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慎
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委
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五
百
井 

真
二  

委
員

市民生活に関わる
" こんなこと " を議論しています

▪避難所の整備や備蓄物資の確保・管理
▪市のプロモーションや市政だよりの配付
▪市民税や固定資産税等の賦

ふ か
課・徴収

▪出張所での証明書発行
▪消防署の建て替えや救急車の適正利用
▪期日前投票所の増設

総務常任委員会
所管事項

　

　過日、本市議会所属議員に係る報道がなされたことに対し、６月 20 日から 27 日の間に市議会各会
派の代表者による会議を３回開催し、当該議員への聞き取り等を行いました。
　なお、当該議員から、副議長、総務常任委員長、議会運営委員会委員の辞任願が提出され、これを
許可するとともに、 ７月１日の本会議において役職の改選を行いました。

議長から市民の皆様へ
　平素より、八尾市議会の活動に対し、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　６月定例会会期中に所属議員に係る報道がなされ、一部役職の改選に至るなど、議会運営に支障を
来たし、議会を預かる議長として、市民の皆様にご心配とご迷惑をおかけしましたことに対し、お詫
び申し上げますとともに、当該議員の行為には、遺憾の意を表する次第であります。
 
　議長といたしましては、議員それぞれが、議員としての矜

きょうじ

持を持ち、市民の皆様と語り、信頼され、
その声を市政にしっかりと届ける役割を果たしながら、議会の本分を全うするため、改めて、八尾市
議会が一枚岩となり、議会の権能を発揮すべく議論を重ねてまいりたいと心より考えております。
　皆様には引き続き、本市議会へのご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

八尾市議会議長　竹田　孝吏

所属議員に係る報道への対応経過について
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